
〈特集〉 

 事　業 年間計画 8月末実績 前年実績 計画対比 前年対比
貯　金 114 ,500 ,000  115 ,498 ,032  113 ,650 ,825  100 .9%  101 .6%
貸出金 33 ,500 ,000  33 ,137 ,923  32 ,166 ,333  98 .9%  103 .0%
長期共済 8 ,800 ,000  4 ,765 ,963  4 ,874 ,900  54 .2%  97 .8%
生産購買 1 ,539 ,000  1 ,002 ,875  1 ,001 ,524  65 .2%  100 .1%
生活購買 732 ,000  386 ,078  366 ,188  52 .7%  105 .4%
一般販売 1 ,349 ,000  746 ,187  688 ,915  55 .3%  108 .3%
さすが市 770 ,000  415 ,561  355 ,682  54 .0%  116 .8%
茶販売 1 ,700 ,000  1 ,331 ,648  1 ,498 ,558  78 .3%  88 .9%
緑茶加工 650 ,000  296 ,501  345 ,344  45 .6%  85 .9%

上期事業別総合実績
（単位：千円）共済はポイント令和4年３月１日～令和4年８月３１日

さあ、
ここか

らだ

J
A
掛
川
市
で
は
、
令
和
４
年
３
月
１
日
か
ら
８
月
３１
日
ま
で
を
上
期
と
し
て
仮
決
算
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
上
期
は
購
買
、
販
売
、
信
用
、
利
用
事
業
で
前
年
度
の
実
績

を
上
回
り
ま
し
た
。
特
に
農
産
物
直
売
所
の
新
鮮
安
心
市
場
さ
す
が
市
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
３
年
を
迎
え
た
今
年
度
、
販
売
金
額
、
来
店
者
数
と
も
に
過
去
最
高
を

更
新
。
農
作
業
の
受
託
事
業
を
行
う
あ
ぐ
り
サ
ポ
ー
ト
掛
川
で
は
、
２
０
０
件
を
超
す
作

業
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
人
件
費
な
ど
の
事
業
管
理
費
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
で
、
事
業
の
成
果
を

示
す
事
業
利
益
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
程
度
の
１
７
０
、０
９
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

下
期
は
年
間
事
業
計
画
の
達
成
に
向
け
、
各
部
署
で
継
続
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

コロ
ナ
禍
前
の
水
準
に

さ
す
が
市
は
販
売
金
額
、来
店
者
数
と
も
に
過
去
最
高

や
ヘ
リ
で
の
一
斉
防
除
の
呼
び
か
け
に
よ
り
カ
メ

ム
シ
類
の
被
害
は
少
な
か
っ
た
で
す
。

育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
品
種
の
に
じ
の
き
ら

め
き
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。

苺
は
３
月
以
降
の
出
荷
量
が
過
去
最

高
と
な
り
、
業
務
需
要
の
回
復
や
家

庭
内
消
費
が
増
え
た
こ
と
で
、
昨
年

に
引
き
続
き
販
売
実
績
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た（
計
画
比
１
３
５
・
７
％
）。

生
産
法
人
を
中
心
に
新
規
作
物
の
出
荷
を
行

い
、
販
売
額
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

早
期
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
昨
年
の
よ
う

な
強
く
乾
い
た
風
の
影
響
も
無
く
、

気
温
が
高
く
、
日
照
時
間
も
多
く
推

移
し
た
た
め
、
茎
数
、
草
丈
は
平
年
並
み
で
良
好

な
生
育
と
な
り
ま
し
た
。
中
干
し
時
期
に
降
雨
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
中
干
し
が
不
十
分
で
根
が
弱
く

な
り
、
７
月
以
降
の
降
雨
に
よ
り
多
く
の
圃
場
で

倒
伏
が
発
生
し
ま
し
た
。
収
穫
量
は
、
圃
場
差
が

あ
り
ま
す
が
、
８
・
５
俵
と
な
り
ま
し
た
。

品
質
に
つ
い
て
は
、
講
習
会
な
ど
で
適
期
防
除

１０
件
で
、
組
合
員
利
用
率
は
正
組
合
員
５４
％
、
准

組
合
員
は
２６
％
と
多
く
の
組
合
員
に
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
葬
儀
の
事
前
相
談
や
葬
儀
後
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー(

墓
石
、
仏
壇
等
の
推
進)

に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
ご
葬
家
様
に
寄
り
添
う
葬
儀
を
目

指
し
ま
し
た
。

販
売
と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
生
活
部
門
全

体
で
は
計
画
比
１
１
１
・
５
％
の
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

新
規
作
物
の
導
入
を
目
的
に
、
耕
作
放
棄
地
な

ど
の
整
備
再
生
を
行
う
あ
ぐ
り
サ
ポ
ー
ト
掛
川
で

は
、
最
新
鋭
の
大
型
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
で
の

粉
砕
作
業
の
ほ
か
、
草
刈
り
、
耕
起
、
粉
砕
後
の

伐
根
作
業
の
受
託
依
頼
が
増
加
し
ま
し
た
。

葬
儀
業
界
の
情
勢
と
葬
送

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
随
時
見
直
す
な

ど
適
正
な
価
格
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
し

た
。
葬
儀
施
工
件
数
は
１
７
９
件
で
２
７
１
、
７

５
６
千
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
葬
儀

１
４
０
件
、
家
族
葬
２９
件
、
自
宅
葬
と
寺
院
葬
が

茶
消
費
量
の
減
少
に
伴
う
先
行

き
の
不
透
明
さ
か
ら
、
掛
川
茶

市
場
の
上
期
取
扱
い
実
績
は
引

き
合
い
が
弱
く
、
軟
調
な
相
場
展
開
が
継
続
さ
れ

ま
し
た
。
一
、
二
番
茶
と
も
に
、
前
年
度
の
平
均

単
価
を
大
き
く
下
回
る
厳
し
い
取
引
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

近
年
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
掛
川
市
北
部
地
域
で
は

有
機
茶
専
用
工
場「
か
け
が
わ
有
機
の
郷（
さ
と
）」

が
一
番
茶
よ
り
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
有
機
栽

培
茶
の
需
要
は
高
く
、
有
利
販
売
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

全
国
茶
品
評
会
で
は
、
掛
川
市
が
３
年
連
続
２４

回
目
の
産
地
賞
を
受
賞
し
、
静
岡
県
茶
品
評
会
で

も
掛
川
市
が
４
大
会
連
続
１５
回
目
の
優
秀
産
地
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
全
国
に
深
蒸
し
掛
川
茶
の
生

産
製
造
技
術
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
証
明
す
る
こ
と
が

で
き
、
掛
川
茶
の
名
声
を
高
め
知
名
度
向
上
に
繋

が
り
ま
し
た
。

上
期
事
業
実
績
は
販
売
金
額

２
９
６
、
５
０
１
千
円
で
、

年
間
計
画
対
比
４
５
・
６
％
、

上
期
計
画
比
８
４
・
７
％
、
前
年
対
比
８
５
・
９
％

と
な
り
ま
し
た
。
荒
茶
販
売
は
、
安
価
な
価
格
帯

の
販
売
は
伸
び
た
も
の
の
、
高
価
格
の
販
売
は
厳

し
い
状
況
と
な
り
販
売
数
量
前
年
比
１
０
６
・

２
％
、
金
額
対
比
９
３
・
５
％
で
し
た
。

仕
上
茶
販
売
は
、
粉
砕
加
工
品
等
の
販
売
が
増

加
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

続
く
中
で
、
物
価
高
騰
の
影
響
も
あ
り
業
務
用
を

中
心
に
厳
し
い
販
売
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
販
売

数
量
前
年
比
８
４
・
５
％
、
金
額
対
比
８
４
・
５
％

で
し
た
。

７
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た
農

機
具
大
展
示
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
主
催
の
夏
の
展
示
会
は
７
月
２９
日
、
３０

日
に
本
所
で
開
催
し
、
１
０
７
、
６
０
０
千
円
の

実
績
と
推
進
活
動
の
成
果
が
現
れ
ま
し
た
。

各
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
出
向
く
体
制
に
よ
る

肥
料
・
農
薬
・
資
材
関
係
の
推
進
を
行
い
、
実
績

強
化
に
努
め
た
結
果
、
生
産
部
門
全
体
で
は
計
画

比
１
２
０
・
１
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
か
ら
Ｊ
Ａ
健
康
サ
ロ

ン（
健
康
器
具
）
を
西
郷
支

所
で
行
う
な
ど
、
販
売
強
化

を
図
り
ま
し
た
。

夏
の
展
示
会
で
は
、
本
所
２
階
を
生
活
展
示
会

場
と
し
ま
し
た
。昨
年
よ
り
多
く
の
出
店
が
あ
り
、

来
場
者
が
増
え
ま
し
た
。

主
任
事
業
の
一
環
と
し
て
、
さ
す
が
市
店
頭
を

利
用
し
か
け
が
わ
茶
ボ
ト
ル
缶
な
ど
生
活
資
材
の

さ
す
が
市
出
荷
者
や
新
規
栽
培
者
へ
育
苗
セ
ン

タ
ー
苗
の
供
給
を
行
う
な
ど
、
作
付
け
推
進
を
行

い
野
菜
の
作
付
面
積
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。

バ
ラ
、
ク
ル
ク
マ
に
つ
い
て
は
、
昨

年
に
比
べ
出
荷
本
数
は
少
な
い
も
の

の
、
イ
ベ
ン
ト
や
婚
礼
需
要
の
回
復

に
よ
り
高
単
価
で
の
販
売
が
で
き
ま
し
た
。
夏
場

の
バ
ラ
販
売
は
、
猛
暑
の
影
響
で
下
位
階
級
中
心

の
出
荷
と
な
り
ま
し
た
が
、
輸
入
が
少
な
い
こ
と

か
ら
例
年
と
比
べ
堅
調
な
価
格
帯
で
の
販
売
が
で

き
ま
し
た
。

外
食
需
要
の
減
少
に
よ
り
牛
肉
な
ど

の
需
要
が
減
り
ま
し
た
が
、
枝
肉
や

乳
質
の
共
励
会
に
よ
る
研
修
会
を
開

催
し
品
質
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

い
っ
ぷ
く
を
含
む
さ
す
が
市

の
上
期
販
売
実
績
は
、
販
売

金
額
４
２
８
、
８
１
３
千
円

（
前
年
比
１
１
６
・
３
％
、
計
画
比
１
１
１
・
１
％
）

と
な
り
ま
し
た
。新
規
出
荷
登
録
者
が
２３
名
増
え
、

品
物
が
充
実
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
販
売
金
額
、
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米

青
果

花
卉

畜
産

茶
市
場

来
店
者
数
、
客
単
価
に
お
い
て
昨
年
を
上
回
る
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

さ
す
が
市

緑
茶
加
工

生
産
資
材

茶
業

営
農

購
買

生
活
資
材
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〈特集〉 

 科　目 年間計画 令和4年8月末実績 計画対比 
事業総利益 1 ,901 ,843  1 ,106 ,114  58 .2％
 （信用事業） 642 ,840  376 ,759  58 .6％
 （共済事業） 570 ,000  299 ,453  52 .5％
 （購買事業） 389 ,500  253 ,423  65 .1％
 （販売事業） 159 ,296  95 ,556  60 .0％
 （加工事業） 150 ,000  81 ,494  54 .3％
 （その他事業） 40 ,317  22 ,509  55 .8％
 （指導事業） ▲50 ,110  ▲23 ,083  46 .1％
事業管理費 1 ,891 ,000  936 ,019  49 .5％
 （人件費） 1 ,310 ,000  648 ,344  49 .5％
 （施設費） 316 ,000  162 ,541  51 .4％
 （その他） 265 ,000  125 ,133  47 .2％
事業利益 10 ,843  170 ,095  1 ,568 .7％
事業外損益 107 ,814  138 ,762  128 .7％
経常利益 118 ,657  308 ,857  260 .3％
特別損益 ▲10 ,000  ▲79 ,279  792 .8％
税引前当期利益 108 ,657  229 ,578  211 .3％

損益の状況
（単位：千円）令和4年３月１日～令和4年８月３１日

 区域・区分 理事 監事 
 東山 
 日坂 

4人 東山口
 西山口
 倉真
 西郷 

4人 原泉  
 粟本

  4人 原田
 原谷 

4人 和田岡
 桜木
 曽我
 西南郷 

4人 掛川
 上内田

 
学識経験者 1人 
員外監事 
   

東
部

北
部

西
部

南
部

 84 .62%  58 .61%   17 .74%  

1人以上
2人以内
5人以上
6人以内

19人以上
20人以内

2人以上
3人以内全区域

合計

事業管理費率 労働分配率 自己資本比率

１０
件
で
、
組
合
員
利
用
率
は
正
組
合
員
５４
％
、
准

組
合
員
は
２６
％
と
多
く
の
組
合
員
に
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
葬
儀
の
事
前
相
談
や
葬
儀
後
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー(

墓
石
、
仏
壇
等
の
推
進)

に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
ご
葬
家
様
に
寄
り
添
う
葬
儀
を
目

指
し
ま
し
た
。

販
売
と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
生
活
部
門
全

体
で
は
計
画
比
１
１
１
・
５
％
の
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

新
規
作
物
の
導
入
を
目
的
に
、
耕
作
放
棄
地
な

ど
の
整
備
再
生
を
行
う
あ
ぐ
り
サ
ポ
ー
ト
掛
川
で

は
、
最
新
鋭
の
大
型
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
で
の

粉
砕
作
業
の
ほ
か
、
草
刈
り
、
耕
起
、
粉
砕
後
の

伐
根
作
業
の
受
託
依
頼
が
増
加
し
ま
し
た
。

葬
儀
業
界
の
情
勢
と
葬
送

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
随
時
見
直
す
な

ど
適
正
な
価
格
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
し

た
。
葬
儀
施
工
件
数
は
１
７
９
件
で
２
７
１
、
７

５
６
千
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
葬
儀

１
４
０
件
、
家
族
葬
２９
件
、
自
宅
葬
と
寺
院
葬
が

「
安
心
」
と「
信
頼
」
で
地
域
を
つ
な
ぐ
Ｊ
Ａ
共

済
を
目
指
し
、
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
ス
マ
イ

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
相
談
業
務
や
保
障
点

検
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

新
設
の
認
知
症
共
済
と
令
和
３
年
度
の
新
医
療

共
済「
メ
デ
ィ
フ
ル
」
を
軸
と
し
た
生
存
保
障
分

野
の
案
内
活
動
や
、
お
見
積
も
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
活
用
し
た
複
数
提
案
を
通
じ「
ひ
と
・
い
え
・
く

る
ま
」
の
総
合
保
障
の
確
立
を
図
る
普
及
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

自
動
車
事
故
受
付
や
建
物
・
生
命
共
済
等
の
共

済
金
支
払
い
処
理
を
正
確
、迅
速
に
行
い
、契
約
者

の
生
活
保
全
の
一
助
と
な
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

７
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た
農

機
具
大
展
示
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
主
催
の
夏
の
展
示
会
は
７
月
２９
日
、
３０

日
に
本
所
で
開
催
し
、
１
０
７
、
６
０
０
千
円
の

実
績
と
推
進
活
動
の
成
果
が
現
れ
ま
し
た
。

各
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
出
向
く
体
制
に
よ
る

肥
料
・
農
薬
・
資
材
関
係
の
推
進
を
行
い
、
実
績

強
化
に
努
め
た
結
果
、
生
産
部
門
全
体
で
は
計
画

比
１
２
０
・
１
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
か
ら
Ｊ
Ａ
健
康
サ
ロ

ン（
健
康
器
具
）
を
西
郷
支

所
で
行
う
な
ど
、
販
売
強
化

を
図
り
ま
し
た
。

夏
の
展
示
会
で
は
、
本
所
２
階
を
生
活
展
示
会

場
と
し
ま
し
た
。昨
年
よ
り
多
く
の
出
店
が
あ
り
、

来
場
者
が
増
え
ま
し
た
。

主
任
事
業
の
一
環
と
し
て
、
さ
す
が
市
店
頭
を

利
用
し
か
け
が
わ
茶
ボ
ト
ル
缶
な
ど
生
活
資
材
の

基
本
方
針
に
沿
っ
た
事
業
運
営
に
努
め
、
持
続

可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
向
け
た
組
合

員
加
入
促
進
や
財
務
内
容
の
健
全
化
、
職
員
教
育

の
充
実
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
充
実
に
向
け
不
祥
事
の
発

生
を
抑
制
す
る
た
め
、
点
検
・
検
証
だ
け
で
は
な

く
日
常
的
な
逸
脱
処
理
の
発
生
に
対
し
て
の「
プ

ロ
セ
ス
段
階
」
か
ら
の
検
証
の
強
化
、
さ
ら
に
そ

の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の「
リ
ス
ク
管
理
の
３

線
防
御
体
制
」
の
構
築
を
６
月
か
ら
実
施
し
ま
し

た
。
１
線
部
署
に
お
け
る
事
務
処
理
の
正
確
性
や

検
証
の
適
正
性
、
３
線
部
署
は
２
線
部
署
の
指
導

状
況
も
合
わ
せ
み
る
こ
と
で
三
層
構
想
の
リ
ス
ク

管
理
体
制
を
構
築
し
、
よ
り
一
層
の
内
部
管
理
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

組
織
基
盤
強
化
の
た
め
の
組
合
員
加
入
促
進
活

動
で
は
、
今
年
度
も
総
合
事
業
を
活
か
し
た
未
加

入
利
用
者
向
け
推
進（
金
融
部
門
と
の
連
携
）
を

実
施
し
ま
し
た
。
財
務
の
健
全
化
施
策
と
し
て
、

事
業
管
理
費
の
適
切
な
管
理
や
財
務
内
容
の
健
全

化
に
努
め
、
経
費
削
減
・
遊
休
資
産
の
解
消
に
向

け
た
処
分
・
利
活
用
を
進
め
ま
し
た
。
正
確
な
資

産
自
己
査
定
を
実
施
し
、
延
滞
債
権
お
よ
び
固
定

化
債
権
の
管
理
・
回
収
に
努
め
ま
す
。

職
員
教
育
で
は
、
次
世
代
を
担
う
若
手
層
職
員

へ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修
の
実
施
や
管
理
職
層

や
中
核
的
人
材
の
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り

組
む
こ
と
で
組
合
員
・
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
組
織
を
目
指
す
と
と
も
に
、
自
ら
変
化
を
つ

く
る
組
織
と
な
る
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。
　
　

あ
ぐ
り
サ
ポ
ー
ト
掛
川

や
す
ら
ぎ

創
立
６０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
「
あ
り
が
と

う
！
お
か
げ
さ
ま
で
６０
周
年
」を
掲
げ
、農
業
・
地

域
振
興
に
お
け
る
一
層
の
金
融
仲
介
機
能
の
発
揮

に
よ
り
、
組
合
員
・
地
域
に
選
ば
れ
、
持
続
可
能

な
農
業
と
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
た
事
業
展
開
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
る
中
で
、
組
合
員
・
利
用
者
の
健
康
と
安

全
に
最
大
限
配
慮
し
た
上
で
業
務
運
営
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

６
月
、
７
月
に
は
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
期
間
中
は
多
く
の
皆
さ
ま
に
定
期
貯
金
や

Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
等
の
ご
契
約
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

併
せ
て
年
金
感
謝
デ
ー
も
実
施
し
、期
間
中
は
４
、

６
９
６
名
の
年
金
振
込
み
者
の
皆
さ
ま
に「
大
阿

蘇
牛
乳
か
り
ん
と
う
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
４
月
に
各
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
よ
り
４
名

の
職
員
が「
農
業
融
資
相
談
員
」
に
選
任
さ
れ
、

農
業
融
資
渉
外
、
支
所
融
資
担
当
と
連
携
し
て
農

業
融
資
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。
農
業
融
資
新
規

実
行
額
は
９
２
、
７
０
１
千
円
の
実
績
と
な
り
ま

し
た
。
マ
ネ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
Ｍ
Ａ
）
と
と
も

に「
地
域
に
出
向
く
体
制
」
の
機
能
を
発
揮
し
、

組
合
員
・
利
用
者
と
の
対
面
に
よ
る
高
度
な
相
談

対
応
、
資
金
提
案
に
努
め
ま
し
た
。

共
済

総
務

信
用

選ばれた理事全員で構成する理事会は、組合長など常勤理事と一体となって組合の
業務執行を決定しなければなりません。非常勤の理事であってもＪＡ経営者の一員。
高度化・複雑化する事業運営を適確に行い、自己責任経営を担っていかなければなり
ません。また、組合員のニーズを汲みあげてＪＡの運営に反映させる組合員のリーダー
であるとともに、全ＪＡ的な視点に立ってＪＡの改革をすすめる力も求められます。

監事の主な役割は、組合の運営が健全かどうか、組合員の負託に応えているかどうか
理事の職務執行を監査すること。単に理事の業務執行を監査するだけでなく、組合
の事業の運営が適法・妥当かを役員の立場から俯瞰的・網羅的に監視する必要があ
ります。このため、ＪＡの組織・事業に精通し、かつ全ＪＡ的な視点から意見を表明で
きることが求められます。

農業・ＪＡの将来について語れる人を！
事業を率先して利用し、かつ健全な利用関係にある人を！
責任感があり、公平で組合員の信頼が厚い人を！

農業・ＪＡ事業の知識や経験を有し、農業振興・ＪＡ事業に関する能力のある人を！
全ＪＡ的な立場に立って合理的な判断を下せる人を！
事業展開に前向きな感性を持っている人を！

業務知識の習得など、たゆまぬ自己啓発に努める人を！
組合員のために行動し、健康で任期をまっとうできる人を！

このような人を役員に

※ＪＡの内規では、常勤役員は就任（再選による就任を含む）の日の属する年の3月31日における
　満70歳以下であることとしています。

理事の
役割

監事の
役割

令和５年度は

農協役員の
改選期

農業とＪＡの将来を託せる
信頼と行動力のある人を役員に

理事選任にあたっての方針
●農協法の構成要件に対応するために、理事の過半が認定農業者及び実践的能力者となるよ
うに選出する。（実践的能力者とは、その知識や経験がJAの事業・運営に生かせる者であるこ
とが必要であり、JA・連合会またはJAと同種の事業を行う法人等の管理職経験者、販売、生産
購買等の事業に長年従事した者などが対象となります。）

●農協法の趣旨を踏まえ、青年枠の選任については年齢基準４９歳以下とし、女性枠についても
JA女性部などの組織活動の務めた者、または実践的能力者とする。

●認定農業者の要件に該当し、基本的な役員の資質に該当する者を積極的に候補者とする。
●認定農業者や実践的能力者以外でも、JA経営や農業振興、地域振興に寄与できるものは法
が認める範囲で理事に登用できるものとする。

令和５年度は、農協役員の任期満了による改選の年です。役員は、これからのＪＡがどうすべきかを考え、示
し、行動することが求められます。また、ＪＡ経営の健全性・透明性の確保等ＪＡに求められる課題は高度化・
複雑化しており、求められる知識も高まっています。農業とＪＡの将来を託せる人を選びましょう。

今回（令和５年５月総代会）
改選からの変更点

これまでは女性枠２名、青年枠１名と選出人
数が決まっていましたが、今回の改選から下
記の表の通り、全区域枠より女性枠、青年枠
とします。監事については、区域からの選出
を基本としますが、選任が困難な状況を鑑み
全区域からの選出とします。
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